








情緒は，受容系や表出系に対して,知能とともにいわば調整系を構成する1つの独自の系で

あり,乳幼児の人格発達において主導的な役割を果たしている。したがって発達障害児の早

期療育上重要な意義を持っているにもかかわらず,これまで理論的な追求が十分に行われ

てきたとはいいがたく,情緒発達を促進するための系統的な働きかけに欠けていたように

思われる。そこで私たちは,情緒の発達評価の手続きを確立し,発達障害児,とりわけ情緒発

達の遅れを顕著に示す児童(いわゆる自閉児)に対する早期療育プログラムを定式化するこ

とを研究目的とした。本年度は,情緒の発達段階を明らかにして,個々の段階における重要

な発達課題を探ることを中心的な課題とし，合わせて，情緒発達を促進するための療育プ

ログラムを模索することを副次的な課題とした。 


